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発達障害を含む障害のある児童生徒
の実態把握や支援方策の検討

校内委員会
構成メンバー（例）

特別支援教育に関する校内支援体制の充実を図るための
小・中、高等学校等における「校内委員会」の機能強化

【目的】

生活面や学習面において困難さのある児童生徒への指導や支援にあたり、障害の特性等についての全教職員の共通
理解や全校での支援体制を整備し、いつでも、どこでも、誰でもが対応できる校内支援体制の構築を図る。
保護者や専門機関との連携を図り、学校における支援体制を強化する。

校長

校内委員会の運営 検討事例

対象児童生徒の
学級担任

通級指導教室担当教員
特別支援学級担任

副校長・教頭
教務主任

生徒指導主任養護教諭
SC・ＳＳＷ等

特別支援教育
コーディネーター

☆校長のリーダーシッ
プの下に、どの学級
にも特別な支援を必
要としている児童生
徒がいることを前提と
する。

☆校長は、特別支援
教育コーディネーター
にふさわしい教師を
適切に指名する。

☆校内委員会の内容
を改めて整理し直し、
機能させていく。

☆学級担任等の気付
きを積極的に吸い上
げる。

☆幅広く学校全体で
特別な教育的支援を
必要としている児童
生徒の把握及び状況
の共有を図る。

・保護者
・特別支援学校のセンター的
機能の活用
・外部の専門家との連携

・通常の学級での
分かりやすい授業
・合理的配慮（ICT含む）
・特別支援教育支援員
の配置 等

・自立活動等特別な教育課程の編成
・個別の指導計画の作成と活用

★必要に応じて
人権・同和教育主任

























〔参考様式１－２〕

②　指　導　目　標（短期目標） ③　具　体　的　手　立　て 来学期の指導の方向性

学
習
面
／
生
活
・
行
動
面

　
社
会
性
・
対
人
関
係

②　指　導　目　標（短期目標） ③　具　体　的　手　立　て 来学期の指導の方向性

学
習
面
／
生
活
・
行
動
面

　
社
会
性
・
対
人
関
係

②　指　導　目　標（短期目標） ③　具　体　的　手　立　て 来学期の指導の方向性

学
習
面
／
生
活
・
行
動
面

　
社
会
性
・
対
人
関
係

（　１　）　　学　　期　　の　　取　　り　　組　　み

（　２　）　　学　　期　　の　　取　　り　　組　　み

（　３　）　　学　　期　　の　　取　　り　　組　　み

指導の評価（◎　○　△）

指導の評価（◎　○　△）

指導の評価（◎　○　△）

香川県教育委員会特別支援教育課ホームページに掲載している通常の学級の児童生徒用「個別の指導計画」

様式例
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〔記入例１－２〕

②　指　導　目　標（短期目標） ③　指　導　の　手　立　て 来学期の指導の方向性

学
習
面
／
生
活
・
行
動
面

　
社
会
性
・
対
人
関
係

・教科書等の文章を読む際に、行をと
ばさずに読む。

・自分で持ち物の準備をする。

・勝ち負けにこだわらず、ルールを
守って遊ぶ。

・読みやすくするために、文字を24ポイ
ントに拡大したプリントを使って読むよ
うにする。（担任・教科担任・特別支援
教育支援員）（合意形成）
・チェックリストを使用し、準備した物
のチェック欄に保護者と一緒に印をつけ
るようにする。（担任・本人・保護者）
・友だちと事前にルールを話し合ってか
ら遊ぶようにする。（担任・学級委員・
本人）

◎

○

△

・文字を拡大することで行をとばさず読
めるようになった。しかし、読めない漢
字をとばしてしまうことがある。

・自分で確認しながら準備するようにな
り、忘れものが減ってきている。

・ルールは理解できているが、負けそう
になると、勝手にルールを変えようとす
る。

・通級指導教室や放課後指導を活用し、漢
字にルビをふったプリントで読む練習をす
る。定期考査でもルビを振ったプリントを
使用する。
・定着するまで、この方法を継続し、様子
を見る。

・話し合ったルールを掲示するなど視覚化
をすることで、いつでも自分で確認できる
ようにする。

②　指　導　目　標（短期目標） ③　指　導　の　手　立　て 来学期の指導の方向性

学
習
面
／
生
活
・
行
動
面

　
社
会
性
・
対
人
関
係

・教科書等の文章を読む際に、漢字を
とばさずに読む。

・自分で持ち物の準備をする。

・勝ち負けにこだわらず、ルールを
守って遊ぶ。

・漢字にルビをふったプリントを用意し
て、読む練習をする。（特別支援教育支
援員・本人）（合意形成）
・1学期に引き続きチェックリストを使用
し、自分だけで準備した物をチェック欄
に印をつけるようにする。（担任・本
人）
・友だちと話し合ったルールを紙に書い
て提示し、確認できるようにする。
（担任）

②　指　導　目　標（短期目標） ③　指　導　の　手　立　て 来年度の指導の方向性

学
習
面
／
生
活
・
行
動
面

　
社
会
性
・
対
人
関
係

評　　価（◎　○　△）

（　１　）　　学　　期　　の　　取　　り　　組　　み

評　　価（◎　○　△）

（　２　）　　学　　期　　の　　取　　り　　組　　み

評　　価（◎　○　△）

（　３　）　　学　　期　　の　　取　　り　　組　　み

香川県教育委員会特別支援教育課ホームページに掲載している通常の学級の児童生徒用「個別の指導計画」
様式例
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     研究推進校で活用した  個別の指導計画  ○○学校・通常の学級     〔参考様式２〕 

○年○組 （男・女） 児童生徒氏名（○○○○）  令和５年度 担任（○○○○） 記載日：○月○日 

① 実態（長所も含む）  家庭の状況 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 検査結果等 ・  関係機関（医療・福祉）・相談機関（巡回相談の情報も含む）との連携 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

② 短期目標 

（学習面・行動面・社会性） 

③ 必要と思われる支援ツールや方法（担当者） 

（有効であった支援を中心に無効であった支援も記入する） 

 評 価 

（○月○日） 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

本人の取組・本人へのアプローチ ・ 環境の整備 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○  

                           

○                        

                       

・ 

 

 

 

・ 

 

 

 

・ 

 

 

-2
3
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           個別の指導計画   ○○学校・通常の学級      〔記入例２〕 

３年１組 （男・○女） 児童生徒氏名（○○○○） 令和５年度 担任（○○○○） 初記載日：５月１日 

① 実態（長所も含む）  家庭の状況 

・忘れ物が多いため、授業準備が整わず活動にスムーズに取りかかれないことが多くある。 

・集中が続かず、離席がある。立ち歩き、友達に話しかけることがある。（国・算） 

・板書を全てノートに書き写すことができない。 

◎自分の意見を積極的に発言できる。◎算数が得意。自信をもって計算問題を解く。 

祖母・父・母・姉（５年３組） 

ペットの犬の世話を進んで行っている。 

 検査結果等 ・  関係機関（医療・福祉）・相談機関（巡回相談の情報も含む）との連携 

・医療機関は未受診 

・６月２７日、巡回相談（県）実施 

・ 

 

② 短期目標 

（学習面・行動面・社会性） 

③ 必要と思われる支援ツールや方法（担当者） 

（有効であった支援を中心に無効であった支援も記入する） 

評価 

（○月○日） 

 

 

○授業中の離席を減らす。 

 

 

 

 

 

 

○自分の持ち物を管理する。 

 

 

本人の取組・本人へのアプローチ ・ 環境の整備 
 

○授業中のルールを紙に書いて机上に貼って確認する（本人） 

○授業中のルールが守れた時は即時評価（担任、専科指導・司書） 

○自分で確認できるように大切な内容や手順を短い言葉で板書 （担任、専科指導） 

●得意な算数の時間は、グループ活動の司会役を任せたが、主張が激しくなりトラブル

発生。解き方の協議より、答えの正解のみにこだわる（担任・特別支援教育支援員） 

 

 

○準備した物をチェックリストに保護者と一緒に印を付ける（本人・保護者） 

●持ち物チェックリストを作成するが、マンネリ化傾向である（担任） 

○連絡帳に添付し、忘れ物がなかった日は花丸（担任・管理職） 

                   

・本児と一緒に授業中のルールを

話し合い、少しの努力で達成可能

な項目を段階的に取り上げるこ

とで、自信が高まり、離席回数が

減ってきている。（６月３０日） 

・算数の時間は、得意の計算力を

生かして解答しているが、グルー

プでの主張が強くなってしまう。

（７月２０日） 

・保護者と一緒に持ち物をチェッ

クすることで忘れ物は減ってき

つつある。チェックリストでの実

践と評価の在り方の検討が必要。

（９月２１日） 

 

 

研究推進校で活用した 
研究推進校で 

-2
4
- 











つなげよう！つながろう！ 特別支援教育ネットワークマップ

※福岡市発達支援センター

（平成21年４月作成）の
マニュアルを参考に香川県教育
委員会事務局特別支援教育課
が一部修正

SC・SSW

幼稚園・保育園
こども園

☆就学前教育相談
☆特別支援教育支
援員配置等引継ぎ

中学校区（近隣）
の小・中学校

☆特別支援教育コー
ディネーター（校区リー
ダー）との連携

県教育委員会
特別支援教育課

☆巡回相談
☆連携訪問

市町教育委員会

☆市町巡回相談

市町子育て担当課
市町福祉担当課

☆発達に関する
専門的助言・支援

子ども女性
相談センター

☆18歳未満の子ども
の福祉相談
☆女性の福祉相談

発達障害者
支援センター
・アルプスかがわ
・ふじみ園

☆発達相談
☆療育相談

通級による指導
担当教員
（小・中・聴覚支援学校）

☆個別の指導計画
作成相談

特別支援学校

☆相談支援センター
（センター的機能）

県教育センター
教育相談課

☆教育相談
（特別支援教育、
生徒指導）

福祉機関

☆放課後等
デイサービス

医療機関

☆医師の診察・相談
☆心理士の相談
☆言語訓練
☆作業療法
☆理学療法

学校等を訪問して行う
コンサルテーション

訪問による相談、
オンライン会
にも対応

＜学びと育ちの相談センター＞
小豆島みんなの支援学校
香川東部支援学校・香川中部支援学校
香川丸亀支援学校・香川西部支援学校

＜からだと学びの相談センター＞
高松支援学校

＜こころとからだの相談センター＞
善通寺支援学校

＜きこえとことばの相談支援センター＞
聴覚支援学校

＜見えにくさと学びの相談センター＞
視覚支援学校

幼・小・中学校等の
教員への指導支援
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つなげよう！つながろう！特別支援教育ネットワークマップ （ ）市町立（ ）学校

※福岡市発達支援センター

（平成21年４月作成）の
マニュアルを参考に香川県教育
委員会事務局特別支援教育課
が一部修正

SC・SSW

幼稚園・保育園
こども園

☆就学前教育相談
☆特別支援教育支
援員配置等引継ぎ

中学校区の小・中、
地域の高等学校等

☆特別支援教育
コーディネーターと
の連携

市町教育委員会

担当（ ）
☎（ ）

市町子育て担当課
市町福祉担当課

担当（ ）
☎（ ）

子ども女性

相談センター
☎（087-862-8861）

西部子ども相談
センター
☎（0877-24-3173）

発達障害者支援
センター
「アルプスかがわ」
「ふじみ園」共通
所長（ ）
担当（ ）
☎（087-866-6001）

県教育センター
教育相談課

担当（ ）
☎（０８７－813-0945）

福祉機関
☆相談支援事業所
☆放課後等デイ
サービス
（SSWにつなぐ）

医療機関
（ ）病院
（ ）科
医師（ ）
心理士（ ）
☎（ ）

要項に沿って
５月初旬まで
に申請（県教委
ＨＰ掲載）

申込フォームを
ダウンロードし、

Fax（087-867-0420）

＜学びと育ちの相談センター＞
小豆島みんなの支援学校
香川東部支援学校・香川中部支援学校
香川丸亀支援学校・香川西部支援学校

＜からだと学びの相談センター＞
高松支援学校

＜こころとからだの相談センター＞
善通寺支援学校

＜きこえとことばの相談支援センター＞
聴覚支援学校

＜見えにくさと学びの相談センター＞
視覚支援学校

（センター的機能）
電話による受付

県教育委員会
特別支援教育課
担当（ ）
☎（087-832-3757）
☆巡回相談
☆連携訪問

電話・来所・訪問による
コンサルテーション （ ）支援学校

校長（ ）
特Co.（ ）
☎（ ）

（ ）市町立
（ ）学校

校長（ ）
特Co.（ ）
☎（ ）

自校の相談版
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